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＜概要＞ 

豊橋技術科学大学建築・都市システム学系准教授 松尾幸二郎、（公財）豊田都市交通研

究所、大同大学の共同研究チームは、道路構造など様々な外的要因による影響を考慮しつ

つ、ドライバーによって異なる運転挙動やその変化を 1 つの統計モデルで表現する手法を

開発しました。本手法を、過度な速度超過を抑制するための Intelligent Speed Adaptation 

(ISA) の効果計測に適用したところ、ISA の様式によっては、普段の速度超過傾向が高い

人に効果的な場合や、高齢者のみに効果的な場合があることを見出すことができました。

本手法は、ISA のみならず、ドライバーの様々な運転挙動の変容を促す交通安全マネジメ

ント技術の効果計測に適用が可能です。 

 

＜詳細＞ 
SDGs の目標 3・ターゲット 3.6 に交通事故半減が掲げられるなど、交通安全は改善する

べき世界的な課題として認識されています。ISA とは、車両が現在走行している道路区間の

速度規制情報を認識し、速度情報提供、速度超過警告、強制速度制御、速度遵守インセンテ

ィブなどにより、ドライバーの過度な速度超過を抑制する交通安全マネジメント技術です。

欧州を中心に 2000年代以降、ISAの研究が盛んになっています。それら既往研究の多くは、

様々な様式の ISA について、ドライビングシミュレータ実験やフィールド実験により、当

該 ISA 導入前後の被験者の運転挙動を比較することにより、その速度超過抑制効果を計測

するものでした。しかしながら、運転挙動はドライバーにより大きく異なります。またフィ

ールド実験ではドライバーによって走行する道路構造環境も異なります。従って、個人や走

行環境といった多様な要因の影響を適切に捉えた効果計測を行うことが当該技術を適切に

普及させる上において重要です。 

そこで本研究チームでは、各ドライバー固有の運転挙動特性、道路構造など様々な外的要

因による影響、ISA による速度超過抑制効果を 1 つの統計モデルで同時に推定することで、

的確な効果計測を行える手法を開発しました。 

「特に解決するべき課題であったのが、『ドライバーの普段の速度超過傾向の違いが ISA の

速度抑制効果にも影響を与える』という仮説をいかにモデルで表現して実証するかでした。

本手法では、ドライバーの速度超過傾向を規定するパラメータと ISA の効果を規定するパ

ラメータとの間に相関を考慮したモデルを推定するという方法により、その課題を解決し

ています。近年のベイズ統計学といったデータサイエンス分野の発展やコンピュータ性能

の向上により、本手法のようなやや複雑なモデルの実際問題への適用が可能となりました。」

と研究代表者の松尾准教授は説明します。 

 

＜開発秘話＞ 
研究代表者である松尾准教授は「ISA の研究を始めたのは、指導学生の卒業研究テーマ

としてでした。共同研究者である（公財）豊田都市交通研究所とともに ISAのフィールド

実験を行い、当該学生がデータを詳細に分析していたところ、被験者の普段の速度超過傾

向と ISAの効果の大きさに関連がある場合とない場合がある可能性に気づきました。そこ

で、単純な ISA導入前後の比較基礎分析にとどまらず、統計モデルを用いた効果計測を考

ドライバーの運転挙動を 1つの統計モデルとして表現 
～交通安全マネジメント技術の的確な効果計測に～ 



え始めました。その結果として、1 つのモデルで、ドライバーによって一見ばらばらに見

える運転挙動を表現し、そこに法則性を見つけることができたことは大変興味深い仕事で

した。」と話します。 

 

＜今後の展望＞ 
研究チームは、本手法が ISA による速度超過挙動抑制のみならず、信号無視、信号の無

い交差点での一時不停止、横断歩道での歩行者横断妨害といった様々な危険運転挙動の改

善を促す交通安全マネジメント技術の効果計測に適用が可能だと考えています。今後、さ

らに交通安全マネジメント技術の開発とその効果計測を進め、世界の交通事故問題の改善

に貢献していきたいと考えています。 
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図２： 

普段の速度超過傾向が高いドライバーへの情報

提供型 ISAとインセンティブ型 ISAの効果 

通常のスピード違反傾向がより高いドライバー

に対する有益でインセンティブな ISA の影響 

 

図１： 

研究チームが開発し、2014年から 2015年に ISAフィールド

実験に使用したモバイルアプリケーション 

 


